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第３８９回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２２年６月２７日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ８人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

    德山隆太郎 委員    富田 智晃 委員 

    大久保千春 委員    栁川かおり 委員 

    本宮 宏美 委員     迫  一成 委員         

 会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 
常務取締役      増子  隆 
取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 
コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 
報道制作局長               竹野 和治 
報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 
合評番組プロデューサー          伊藤 正鋭 
事務局             道場拓哉  坂上 寿史 
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４ 議 題 

１） 番組合評 

「ロッチ×ＮＧＴ４８のアイドルってなんだ？」  

   (２０２２年６月６日（月）２５:２３～２５:５３放送）  

 

２）会社報告 

① ５月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

② 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

③ 講じた措置、議事概要の公表    （報告：番組審議会事務局） 

 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

  会社側からは、「結成から７年を迎えたＮＧＴ４８の冠番組を２年半 

 ぶりに復活させようと、２クール限定の番組を立ち上げた。ＭＣは、

以前のテレビ新潟のレギュラー番組「ＮＧＴ４８のにいがったフレ

ンド」で共演していたロッチを起用。県外でも視聴できるように、

放送直後からＴＶｅｒで配信をしている。番組はメンバー自身が

様々な企画で努力して汗をかくという内容で、強豪ダンス部にメン

バーが出向して生徒の前で披露したり、メンバーが記者となり地域

の新聞の紙面１面を制作するなどの取り組みを行ってきた。今回の

放送は、佐渡市から「佐渡観光応援公式サポーター」に任命された

ことを受け、２週にわたり佐渡観光の名所をＰＲする目的で行った

が、それぞれのメンバーの個性を出すために「キャッチコピー」を

考案するという内容にした。放送後のＴＶｅｒ再生数は東阪名エリ

アを除く日本テレビ系列のローカル局が制作するコンテンツの中で

上位に入った。」という趣旨の説明があった。 
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（委員の意見） 

●ロッチのふたりとＮＧＴ４８メンバーの元気がよく、楽しく番組を進

めていく様子が気持ちよかった。 

●テロップの入り方のテンポがよく、色をひとつひとつ変えていたり、

文字の使い方なども絶妙で地方の番組っぽくなかった。 

●カメラも上手く、色の調整も心地よく、明るい雰囲気に合っていた。 

●たらい舟の速さが衝撃的で笑った。深夜に見ている人に向けては、ひ

とつでもキャッチーなものや笑えるものがあれば正解だと思う。 

●たらい舟のレースが気になった。激突しているところが非常に危ない

と感じ、出演者がやるのはいいが、業者の方にやらせているのが納得

できなかった。 

●ＮＧＴ４８メンバーを知らない人にとっては、やはりマスクをしてい

ると顔が見えず、どの人がどんな人かまったく分からなかった。 

●深夜番組ということで、ターゲットがファミリー層などでないことが

明確なので、この緩さでいいのかなと感じた。 

●ロッチの進行の上手さや「兄貴感」にＮＧＴ４８メンバーたちが頼っ

ていて、お互いのコミュニケーションの取り方がよかった。 

●番組を見始めてからしばらくは何の番組なのかまったく理解ができな

かった。 

●観光地の紹介というよりも、メンバーの方を見せている印象で、ＮＧ

Ｔ４８をよく知らない人にとってはハードルの高い番組だった。 

●ロッチの突っ込みと軌道修正力の高さで安心してＮＧＴ４８のかわい

さもポンコツぶりも楽しむことができた。 

●「たらい舟ガールズ」を深掘りして応援できるとより楽しかった。 

●佐渡汽船やたらい舟を材料にすることで苦手な部分が露呈したのでは

ないか。下ごしらえや勉強をして登場したほうがよかったと感じた。 

●ＮＧＴ４８の人たちの得意な部分から掘り起こしていった方が、いろ

いろな視聴者が反応してくれるような気がした。 
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６ 会社側の報告 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

 ５月……１５９件 

  

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２２年５月２３日) から、  

昨日(２０２２年６月２６日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

１） 前回第３８８回審議会では「新潟一番サンデープラス」を審議

いただき、委員の意見は議事概要にて記者、制作スタッフ、社

内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員・スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第３８９回放送番組審議会の公表 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備しています。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

９ 参考事項（委員への配布資料） 

・第３８８回番組審議会議事録 

・５月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２３９） 

・民間放送新聞（２２０４号） 

以上 


